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７月の行事予定

１日(水) 保健指導[お]/附属中２年Ｃ組来園
個人懇談④

２日(木) 個人懇談⑤
３日(金) 実践と省察/個人懇談⑥
６日(月) 保健指導[つ]/川遊び[お]
７日(火) 川遊び[こ]
９日(木) 水防訓練
10日(金) 実践と省察
13日(月) 附幼であそぼう③
16日(木) 誕生会
20日(月) 海の日
21日(火) 英語であそぼう
23日(木) 午前保育※のびのびお休み

第1学期終業式

☆ 夏季休業 ７月24日(金)～９月１日(火) ☆
27日(月) 夏休みのびのび①
28日(火) 夏休みのびのび②
29日(水) 夏休みのびのび③
30日(木) 夏休みのびのび④
31日(金) 夏休みのびのび⑤

◆ 雨竜町［豆電球］。

深川市から妹背牛町を抜け、

国道２７５号線に入ってしばらく

南下すると、雨竜町。そこに、

雨竜中学校の旧校舎を再利用し

たレトロショップがあります。

［豆電球］。行ってきました。

経営者が代わったと、ニュー

スで知っていました。店内には

新しく喫茶スペースが設けられ

ていましたが、雰囲気は以前の

まま。相変わらずのいい感じ。

（あっ、［喫茶］ではなく［カフェ］ですね。）

陳列されている昭和時代(もっと前の時代も)の

さまざまなグッズを眺めていますと、子ども時代

に戻ったような気分になります。

見つけたのが、コカ・コーラの瓶。ガラス瓶。

本当は、コカ・コーラよりも馴染みのあるファン

タの瓶が欲しかったのですが、見当たりません。

でも、買ってしまいました…。

上の写真のカップ麺から大きさはお分かりいた

だけると思います。瓶の高さは28cm。そして、下

の写真を見てください。ホームサイズという表記。

ホームって［家庭］という意味ですよね。ですか

ら、ひとり占めして飲むものではありません。

さらに、反対側の［５００］という数字も裏返し

で読み取れます。この瓶、容量は５００mL。

今でこそ、２Ｌ入りの飲料水など珍しくも何と

もありませんが、昭和40年代当時としては、大容

量だったのでしょう。ＴＶコマーシャルのフレー

ズは、今でも耳に残っています

「３杯ついでもまだ余る」。(す、すごい！)

ちょっと待って！ ５００mLを３人で分けるの？

500mL÷３＝160mLあまり20mL。

まあ、氷をたっぷり入れたグラスなら、あふれ

るくらいにはなるのでしょうが、160mLなんて、

２秒で飲み干してしまいます。

昔を懐かしみつつ思うことは…。

昭和時代。気軽に買える清涼飲料水の種類は、

今ほど豊富ではなかったと思います。甘くてシュ

ワシュワする飲みものは、水や麦茶とは違う特別

感がありました。だからこそ［ひとり］ではなく、

そこにいる人たちと分け合うのです。

家族と、友達と。ふたりで、三人で。美味しさ、

そして［楽しさ］と［幸せ］も分かち合うのです。

【ひとり分】＝【５００mL入りペットボトル１本】

という時代ですが、飲みものに限らず、何か特別

なもの、美味しいものは、みんなで分け合う。分

け合ってみんなで楽しむ。こういう気持ちはいつ

の時代でも大事にしたい。そう思っています。

幼稚園では、給食はもちろん、今の季節はサク

ランボ、お誕生会のお祝いのパン、サンマや焼き

芋、お餅など、みんなで同じ［もの］、みんなで

同じ［美味しいもの］を食べる機会があります。

子どもたちは、和やかな雰囲気の中で、教師や

友達と一緒に食べる喜びや楽しさを体験します。

みんなが、笑顔になります。

ご家庭でも、美味しいものはご家族おそろいで。

（園長：北 山 雅 章）


